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は　じ　め　に

　湖沼の富栄養化が進行すると，夏季から秋季にか

けて藍藻綱が大量に発生し「水の華」を形成するこ

とが多い．この現象は，プランクトンが湖水表面に

薄膜，あるいは塊状に浮遊，集積するため青いペン

キを流したような状態となり，湖沼の美観を著しく

損ない，特異な臭気を放つという特徴をもつ．また，

飲用水として利用する場合浄水濾過障害，異臭味発

生，および〃比π剛s爵については，毒性をも憂慮さ

れているD噌4．琵琶湖南湖ではこの現象が1983年9

月から大規模に観察されるようになったが，冬季か

ら春季（11～5月）にかけての湖水表層部では，こ

の原因となるプランクトンはほとんど観察されてい

ない．51珊これらのプランクトンが年問を通じ，どの

ような生活史を送るかについては，まだ明らかでな

い部分が多く，中でも大量発生後沈降したプランク

トンが，どのような形で越冬するのか，また湖底泥

上で増殖する可能性があるかなどについては未知の

領域となっている．

　今回，底泥上の「水の華」形成プランクトンの変

遷を知る目的で，3年間にわたり琵琶湖南湖におい

てプランクトン調査を行ったのでその結果について

報告する．
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図1に示す南湖3地点
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地点ごとに3サンプルの採泥を行い，底泥最上層部

を顕微鏡下て割定した．プランクトンの活性等につ

いては落射蛍光顕微鏡（B2，B，UV励起）を用いて

観察を行い，また増殖の可能性有無についてはキャ

ピラリー洗浄法によりプランクトンを分離し培養試

験を行った．

　計教方法は，所報22集で報告した琵琶湖における

「水の華」モニタリング調査での計数法6》，および植

物プランクトン定性試験法（上水試験方法）に従っ

た．また地点1および地点2については表層水中の

プランクトンについても同時に調査を行った．

衰2　「水の華」発生水域におけるプランクトン水深別種類組成

　　膳所浄水場～膳所公園の湖岸（1987年9月25日午前11時採水）

水　　深
　　　　2～10cm10～30㎝0～2㎝

A麗加εηα4毎s

44ηα加εηαsρf名o躍εs

Aηα伽η4η昭α卿o㎎

〃1㎞OG5愈硲㎝加碧ガ

雌σηG眺σεπ偲加鯉

〃’ση‘鐸f∫s加ガ4奮

Os6ゴ’め’o瓢‘2紹η翼む

colloni爲／皿I　oo11㎝i困■　ool！onies／m1

　　0　　　　10　　　　0

　　40　　　　40　　　　0

　　10　　　　0　　　　0

　2，400　　140　　140
58，000　　　　　2，800　　　　　2，400

　200　　　　　　100　　　　　　　40

　　10　　　　0　　　　0

結果およぴ考察
60，660　　　　3，090　　　　　2，580

へ
　1．観察された主な種類の消長

e　底泥上で観察された「水の華」を形成する種類（以

下「水の華プランクトンjという）は，5属14種（表

81）であり，「水の華」の発生水域の種類組成（表2）

　とほとんど一致する傾向にあった．底泥上で「水の

華プランクトン」が多く観察された部位としては，

湖底泥最上層部の5㎜までのところであり，数回行

　った10㎜以深の底泥中の調査では，全く観察されな

　かった．観察された主な属としては，∠4ηαδ磁ηα，

　〃i‘箔0那漉，（寿6ガ伽0廟属であった．

　　これらのプランクトンの消長および，「水の華プラ

　ンクトン」以外のプランクトン優占種の消長を地点

別に述べる．

　（1）唐崎沖中央（地点1，水深4m）表3

　南湖の中央部に位置し，南湖水質の代表的な地点

　としている．底泥上で観察された「水の華プランク

　トン」は、4麗δ㏄ηαに属するA．嫉ηまsが多く観察

衰1　南湖湖底泥上における「水の華」を形成する藍藻綱の種類

　　　（1984年8月～1987年12月）

κ’‘πン邸’まsαθπゆηoso　KUTZING

〃∫6πン㏄廊躍εs8πδθ仰『Ko匙聴REK
『
〃
∫
c 箔oの熔鷹びゴガ4丞（A．BRAuN）LEMMERMANN

イ4㍑4加εηα4n∫s　LEMMERMANN

∠4朋加召ηαsρかo沼εs　KLEBAHN

‘4麗加εηαη昭‘π卵oπ～KLEBAHN

Aπαム¢εηαsp．（a）

∠4η伽θ麗αsp．（b）

Aηα加εηαsp．（c）

Oscガ磁’o冠α’επ麗丞AGARDH

Os‘ゴ蔽2’o吻sp。（a）

Os6f伽o廟sp．（b）

4ρhαπガ～oη躍πoηsp．

R妙h雌oρsfssp．

され，耀6m邸漉属やOs躍伽o吻属については他

の地点より少なかった．、4ηαゐ㏄ηαの消長は，8月

～11月にかけての短期間に非常に多く観察される傾

向にあり，コアーパイプの内径から単純に艀当りの

群体数を計算すると，多い時で5×106群体／㎡の

、4襯加εηαが観察された．また12月～7月の期間に

はほとんど観察されなかった．

　底泥上における「水の華プラングトン」以外に観

察された主なプランクトンとしては，表6に示すよ

うに底泥上では掘ε’os加8搬鰍妨8（珪藻綱）や

α0吻吻翅α砿V．釧δ餌0纏規（緑藻綱）および

P躍総伽窺蝕〃磁（緑藻綱）が年間を通じ優占種と

なり，表層水中のプランクトン相と比べると底泥上

では種類組成があまり変化しないことが推察された．

このことは他の地点についても同様であった．

　（2）琵琶湖文化館沖（地点2，水深2．5m）表4

　南湖南部水域の沿岸部に位置し，水深も比較的浅

い地点である．地点1に比べ〃76m邸傭属が多く観

察され，南湖中央部より沿岸部の分布が多いことが

示唆された．〃ioπ，αs廊属の消長としては7月頃か

ら観察されはじめ，9月頃ピークに達し，その後，

少数ではあるが11月頃まで毎月観察される傾向にあ

った．また1985年9月の調査時には，底泥上にマッ

ト状に集まった〃．2〃εs6η加仰￥の群落（1，000～

1，500群体／群落）がコアーパイプ3本中1本に観察

された．Os‘f砺め吻属はハ4∫oπ）σs爵属より比較的

少ない傾向にあったが，1984年9月の調査時におい

て，コアー3本中1本に円盤状に集まったα勧鳩

の群落（200～500群体／群落）が2箇所で観察され

た．

　「水の華プランクトン」以外に観察された主なプ

ランクトンとしては，他の地点に比べ種類数が多く

（表7），特に珪藻綱に属する1％伽如，Syη雄㎎，

’へ｝
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衰6　唐崎沖中央における底泥上およぴ湖水衰層水中の
　　優占種経月変化
　　　（地点1，1985年）

底泥上の優占種　　　湖水表層水中の優占種

1月上旬　顯2’osf凹8瓶肱毎如

　下旬伽‘os加伊㎝躍如如

2月上旬一

　下旬一
3月上旬一

　下旬一
4月上旬　肋’osi搬8名8鰍血如

　下旬　掘8‘osf耀8擢η吻如

5月上旬　〃θ105f名4g凹η吻如

C卯’・泌・鷹sp．

C卯’伽o鷹sp．

銘8砺別0雁5痴0肋η聡

C脚鰍0鳩sp，

C卯鰍・鷹sp．
C砂’o耀o罵sp，

C耀o加・鷹sp．

U猶08’επ4α耀γガ‘8麗

U709’θ襯αη昭万ど4麗

　下旬C妨を廟翅ぬv甜伽㎝賀雇　Uro8勧αα耀7f偲πα

6月上旬C妨加翼粥ぬv、5吻朋嫌C妨陀廟加4以肌鍬伽㎝π勉

　下旬　C敏2吻加4d鴨吻名o襯翅C眺’ε枷川磁鴨吻ハ㎜潔濯

7月上旬　C妨を廟加ぬ肌蜘朋襯αos’8繊泌ぬ鴨吻名㎝μ加

　下旬　C砺セ漱初ぬV・蜘纏嫌　〃ε’05加8名伽吻毎

8月上旬　〃回05ガ濯8名襯麗如’α

　下旬滋朋加θ麗嫉嬬
9月上旬、4履加θηα召が鳩

　下旬P2認耐剛加δ加舵
10月上旬P8認硲！耀加ゲ磁ε

　下旬んぬαs’耀規δf磁6

11月上旬R2ぬαs’㎜δf磁ε

　下旬　漉めsf哲8擢胤妬0

12月上旬　〃i8’05’耀幽召η吻如

　下旬〃ε！os加8z朋㍑儒4

”405f瓶8箔㎝π如’8

〃θ’05蹴ロ8箔襯μ毎如

〆1ηα伽箆α‘2が毎s

Aη4δα9π40が惣奮

Pε4呂碍’耀η～δfω‘2θ

醒扉osiη28耀”磁2如

〃ε‘osf耀8箔襯潔42如

〃ε’OS∫確8鷹襯μ42如

C弓ψ鰍・腐sp．

∠万η0あγ0η必肥㎎8鷹

一＝欠測

亙舵5hむ，C翅加砺や緑藻綱に属するS6朋6d6s吻婿

などの種類が多い傾向にあった．

　（3）帰帆島沖（地点3，水深13m）表5

　帰帆島の竣漢跡地であり，0．25km2にわたり水深

が約13mと深くなっている．！1襯加θ麗属は他の地

点に比べ少なく・また期間についても短く推移した．

しかし，これと反対に確‘mαs漉属については，他

の地点より多く観察される傾向にあり，期間にっい

ても6月～12月までと長期間観察された．1984年8

月の調査時には，底泥上にマット状に集まった〃1．

3〃εs召η加仰7の群落（2，000～3，000群体／群落）がコ

ァーパイプ3本中2本に観察された．このような

〃∫‘π剛s漉の群落形成は1985年および1986年にも

この地点で観察されたが1987年については一度も群

落の形成は見られなかった。

　Os躍妨o吻属についても耀‘即砂s傭と同様にマ

ット状に集まった0‘8η嬬の群落が1985年，1986

年に観察された．この0頭’伽o吻属の中にはガス

胞を持つ種類と持たない種類とがあり，種の同定が

　できていない種類も含めると5種類（ガス胞を持っ

　もの3種，持たないもの2種）が観察された．キャ

　ピラリー洗浄法により分離培養した結果，ガス胞を

　持たない1株については培養期間中にガス胞を生成

　することは一度もなかったが，ガス胞を持つOs‘払

　観o吻伽嬬については持つ時と持たない時があ

　ることが明らかになった．今後，他の種類について

　も培養し浮上性の有無について検討する必要がある．

　　「水の華プランクトン」以外のプランクトン消長は

　水温躍層を形成する4月～9月にかけて非常に少な

　くなる傾向にあり，落射蛍光顕微鏡によりプランク

　トンの活性を観察した結果，（3粥05∫脚㏄4規初α如

　（珪藻綱）などの一部の種類を除いてはクロロフィ

　ル色素が細胞内に全くなく，ほとんどがプランクト

　ンの死骸（多くは珪藻綱の被殼）であった．

　2．地点別分布の特徴

　底泥上における「水の華プランクトン」の群落形

成は地点1では全く観察されなかったが，地点2で一

　は調査回数31回中，餓6πン釧s爵属は1回，0謝」めめ匹

　勿属1回，地点3では〃’oπ，⊂ys傭属3回，Os‘払

妨o吻属3回観察された．

　底泥上において「水の華」を形成するプランクト

ンが観察された調査回数を表8に示した．
、4ηα加εηαは地点1および地点2に比べ，地点3が

少ない傾向にあり，〃齢oのε旛，Os‘π㍑o吻属につ

いては，この現象と反対に地点3がもっとも多い傾

向にあった．

3。「水の華プランクトン」の生活史

　（1）／肋αδ磁π4属

　、4ηα加εηαが糸状体として観察された時期は，図

2に示すように8月～10月にかけての短期問であり

表層水中の増殖時期と一致する傾向にあった．

　この時期，底泥上で観察された・4耀加朋4の糸状

体は分解途中のものが多かったことなどから，底泥

上では長期間生活できないと考えられ，表層で増殖

したものが沈降・堆積したものと推察される．しか

し，アキネート（休眠細胞，写真1，2）について

は，微量ながら全期間を通じて観察された．

・4麗加θηα属の多くの種類は，図3に示すように3

種類の細胞からなり，トリコーム細胞（a）と異質細胞

（b）は沈降後，速やかにバクテリア，原生動物等によ

って分解されるがアキネート（c）については分解され

難く・環境条件の悪くなる冬季には，底泥上で休眠

し，環境条件のよい夏季になると発芽し，浮上増殖

すると考えられる．

地点1において冬季である1985年2月に採泥した
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表8　南湖湖底泥上における「水の華」形成プランクト

　　ンの観察された回数
　　（1984年8月～1987年12月　総調査回数31回）

地点1　地点2　地点3

〃伽oの幡α8π‘帥osα　　9　　11　　24

〃∫‘名o那総騰o吻顧　　 9　　13　　21
〃fσηの唇’な加万諮　　　　0　　　1　　　1

M∫‘70ご貫’fs属合計　　　　18　　　25　　　46

、肋伽θηα4鳩　　　 9　　11　　6
Aηα伽麗sρfπ薦s　　5　　8　　2
肋伽ε耀耀c名osρoπ～　　5　　3　　2
∠4η伽朋αsp．　　　　0　　2　　4

Aηα加餓4属合計　　　　19　　　24　　　14

Os‘ガ忽’o毎α’θη躍s

Os‘πむ‘07f｛2sp．（a）

Os‘ゴ」血！oη1‘τsp．（b）

Os躍忽o吻属合計

3　　　　9　　　11

2　　　3　　　1
2　　　　7　　　10

7　　　19　　　22

！1ρhακたoη昭ηoηsp、

R砂h繊oρs∫ssp． 3
1

0
0

【
」
3

サンプル中のアキネートをキャピラリー洗浄法によ

り分離培養（CT培地，20℃，3000i　x，25日間振と

う培養）した結果，多くのバクテリアと共存した状

態で、4πα加6麗顔鳩の糸状態が少量ではあるが

観察された．年間を通じアキネートが観察されたこ

とは，環境条件さえ整えばいつでもA㎜加ε襯属は

増殖できることが示唆された．

　（2）乃4∫‘箔o㏄漉属（写真3）

　〃∫6〆oのε漉は，湖水表層では7月～10月までと短

期間観察されたが，底泥上では5月頃から翌年の1

月頃までと長期間観察された．

　著者らは〃∫‘π剛s廊を用いたAGP試験の結果，

地点3の表層水のみではほとんど増加せず，これに

窒素，リン，EDTA鉄などが加わると大増殖を引き

起こし得る可能性があることを報告している6》．

　また，この時期の栄養塩類となる窒素，リンの値

は，表層部より底層部が高い値であることから南湖

においては栄養塩類の比較的少ない表層より底泥上

のほうが〃伽o砂s廊の増殖条件とし亡は整ってい

るのではないかと推察されるが，〃伽oσs傭の分解

速度はAη功磁麗より遅いことが報告されている

ことや，7，水深もこの地点は深いことから物理的な

条件によりこの水域の底部に集積されている可能性

もある．その原因等については今後詳しい調査，検

討が必要である．

　高村らは水温11℃以下になると，〃ガ㎝o⊂ys’∫sは分

解しにくくなり湖底泥上で休眠状態に入ることを報

告ηしている．また，雁‘川αs爵属は、4η功88耀属の

ようにアキネートを持たないため，冬季は，栄養細

胞の集まったままの状態で底泥上において冬を越す

と考えられる．そして耀‘名o邸趣の増殖に適した水

温6》（20℃以上）になると，底泥上でも増加がみら

れ，ガス胞等の作用により湖水中に浮上し，表層水

中で増加がみられるのではないかと推察される．

　底泥上で観察された〃lf6γoの熔廊が現実に浮上し

湖水中の大増殖へとつながっているのか，またその

量についても検討し，「水の華」発生にどのように関

与しているのか，今後調査研究を進める必要がある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（
　（3）α；‘π伽o吻属（写真4）

　Osci徽’o吻は，表層水中では，あまり観察されな

かったが底泥上では比較的多く観察された．この

Os躍観o吻属は，単独に浮遊するものや他物に付着

するもの，また藻塊を形成するものなどさまざまな

生活史をもち，Os躍伽o吻伽嬬のようにガス胞を

持つ時と持たない時があるヒとや，湖水中に1群体／

mJ観察されても「カビ臭」を与えることが報告6》さ

れていることから，今後種類別に「水の華プランク

トン」との関係について検討する必要がある．

　Oso∫伽如吻属はAηα蝕飢α属のようにアキネー

トおよびヘテロシストは持たないなめ盈6ro邸旭

属と同様に，冬季は栄養細胞の集まったままの状態

で底泥上において越冬すると考えられる．

　　　　　　　　ま　　と　　め

1．底泥上で観察された「水の華」を形成する種類　　（

は5属14種類であった．観察された部位としては，

湖底泥最上層部の5㎜までのところであった．

2．表層水中プランクトン相と底泥上プランクトン

相を比べると底泥上では種類組成が季節によってあ

まり変化しない傾向にあった．底泥上で観察された

プランクトンの種類数は地点2がもっとも多かった．

3．・4η幼磁η4属の消長は，8月～11月にかけての

短期間に非常に多く観察された．その分布は地点1

および地点2が多く，水深の深い地点3が少ない傾

向にあった．

4．〃廊塑‘y誠s属は5月頃から翌年の1月頃まで

と表層水中の増殖時期より長期間観察され，その分

布は地点3がもっとも多い傾向にあり，調査回数31

回中3回にわたりマット状に集まった耀‘川邸廊

属の群落が底泥上で観察された．

5．（治d1磁o吻属は8月頃～12月まで観察された．

この種類についても地点3が多い傾向にあり，調査
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謬騨再唱

　　ヘテロシスト
←b　（異質細胞）

←a　トリコーム細胞

　　アキネート
←c　（休眠細胞）
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　図3　アナベナ属の形態

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
欝

写真1

、騨

Anabaenaのアキネート（9月撞影）

　　　　×600倍

回数31回中3回にわたりマット状に集まった群落が

底泥上で観察された．

6．Aηα加επ召属の観察された時期は，表層水中の

増殖時期と一致する傾向にあり，その糸状体は分解

途中のものが多かったことなどから，単に表層で増

殖したものが沈降したものと推察された。また，地

点3については，水深が他の地点より深く，表層水

中で増殖したAηα加ε麗が沈降していく過程で，ほ

とんど分解されることが示唆された．

7．アキネート細胞については少量であるが，年間

を通じて観察され，環境条件さえ整えばいつでも増

殖できることが示唆された．

8．〃∫6箔ocys爵属およびOscπ姐o吻属は水中の増

殖時期より長期間観察され，底泥上でも増加できる

可能性が示唆された．また，冬季水温が低下すると

群体を形成したままの状態で底泥上において越冬す

るものと推察された．
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9．地点3において〃比塑αs漉属やOs‘∫砺如吻

属が多量に観察されたことについては，〃∫6名oσs傭

の分解速度が44ηα加θ倣より遅いことや，7》この地

点では深い窪みとなっていることから物理的な条件

により底部に集積，堆積している可能性もあること

などから，その原因等については今後詳しい調査，

検討が必要である．
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表3　南湖湖底における「水の華」形成プランクトン調査

　　　地点1（唐崎沖中央）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×103群体数／㎡

　　　　　　　A．af　A．ma　A．sp　Ana．　M．ae　M．we　M、vi　O，te　Os．a　Os。b　Aph．　Rap，

　1984．8　5000　　50　　50　L5　　一　　’一　　一　　一　　一　　一　L5　　－
　　　　9　　50　　一　　一　　一　　1．5　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　｝
　　　　10　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　｝　　　一　　　一　　　一

　　　　11　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一

　　　　12　　　　　一　　一　　　一　　　　　 一　　　　　一　　　　　一　　　　　 一　　　　　 一　　　　　 一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　 一

　1985．　1　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　．　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　＿

　　　　　4　　　　　　　　　一　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　『　　　　　　　　一　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　『

　　　　　5一一一一一一一一一一一一
　　　　　6一一一一一一一一一『一一　　　　　7　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　『　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　　　　8　　　　5000　　　　　50　　　　　50　　　　5．0　　　　3．0　　　　3，0　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　　　　95005．05．01．55．0一一一一一一一　　　　10　　　　　50　　　　　一　　　　　 一　　　　　一　　　　1．5　　　　　一　　　　　 一　　　　　一　　　　　一　　　　　 一　　　　　一　　　　　 一

　　　　11　　　5．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一

　　　　12　　一　　一　　一　　’一　　一　　『　　一　　一　　』　　一　　丁　　一
986．　1　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　、　一　　　　　　｝　　　　　　｝

　　b　　　一　　　一　　　｝　　　一　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　　7一一一一一一一『一一一一　　8　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一　　　一

　　9　5000　　一　　一　　L5　　一　　一　　一　　L5　　一　　一　　一　　L5
　　10　500　1．5　1．5　　－　　1．5　　50　　－　5．0　1．5　3，0　1．5　　－
　　11　　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 3．0　　　1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　‘一　　　　 一　　　　 一

　　12　　一　　一　　一　　一　L5　1．5　　一　　一　　一　1．5　　一　　一
987．1　　一　　一　　一　　一　　1．5　　一　　一　　一　　一　　『　　一　　一

2
　
3
　
4
　
【
」
　
直
U
　
7

8　　　　5．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一

9500一一一一一一1．5一一一一10　　50　5．0　3．0　　一　　一　L5　　一　　一　　一　　一　L5　　－
11　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 3．0　　　5，0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一

12　　一　　一　　一　　一　　一　　5．0　　一　　一　　1．5　　一　　一　　一

◎◎＝「水の華」形成プランクトンの群落が観察された

5000＝1検体平均1，000群体／m’以上観察された。

500＝1検体平均100～999群体／m’観察された。

　50ニ1検体平均10～99群体／m’観察された。

5．0＝1検体平均1～10群体／m’観察された。
3，0＝3検体中2本で1～10群体／m’観察された。

1．5＝3検体中1本で1～10群体／m1観察された。

一＝観察されなかった。

空白＝欠測

A．af＝Aπ召伽πα励お
A．maニ14η‘2伽ηα　”昭‘7ηsμ）7口

A．sp＝‘4期わ磁泌3が名ofゴgs
Ana．＝∠4麗伽παsp．（3種類，、4，5ρゴ質0148s状の群体を含む）

M．ae＝〃fσoσsだs認耀8f”sα
M．weニ〃f‘名o‘ysだs鯉5θ幼878ゴf

M．viコ〃fαo（フs’fs加寵’s

O．teニOs‘’伽o舶伽24∫s
Os．a＝（治cμ如’o癩sp．（a）細胞は短く、細胞の長さは幅の％以下

Os．b＝（治‘f1伽o廟sp．（b）細胞の長さは幅の％よりも大きい。

Aph．　＝Aρぬ4麗たoη昭πoπSP・

Rap．　ニRαρ毎4’oρs試s　sp・

一83一



表4　南湖湖底における「水の華」形成プランクトン調査

　　　地点2（琵琶湖文化館沖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×103群体数／㎡

　　　　　　　A・af　A・ma　A・sp　Ana・　M・ae　M・we　M　vi　O・te　Os・a　Os・b　Aph・　Rap．

　1984．8　500　50　50　　－　5。0　5．0　　一　　一　　一　　一　L5　1．5

　　　　950－5。0－1．5一一◎◎一9．0一一　　　　10　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　　－　　　 5．0　　　1．5　　　　一　　　　 一　　　　
一

　　　　11　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　＿

　　　　12　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　＿

　1985．　1　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　　　2

　　　　3

　　　　4一一一一一一一一一一一＿　　　　5一一一一一一一一一一一＿　　　　6　　　　　一　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 3，0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

　　　　7　　　　　一　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　3．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

　　　　8　　　　5000　　　　　50　　　　5．0　　　　3、0　　　　5．0　　　　　50　　　　　－　　　　1．5　　　　1．5　　　　　－　　　　5．0　　　　　－

　　　　9　500　50　5、O　L5　500　◎◎　1．5　5．0　　一　　一　1．5　1．5
　　　　10　　　 5．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 5．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　 3．0　　　　一　　　　

一

　　　　11　　　5．0　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

　　　　12　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

　1986．　1　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

（

2
　
3
　
4
　
【
」

　　6一一一一一一一一一一＿＿　　7一一一一一一一一一一一＿　　8　　　　　一　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　 1．5　　　1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

　　9　　500　　－　3。0　　一　　一　　一　　一　　一　　L5　1．5　　－　L5
　　10　500　　－　　5．0　　－　　3．0　5．0　　－　　L5　　一　　一　　L5　　－
　　11　　　　　50　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　 1．5　　　　　一　　　　　 一　　　　5．0　　　　　－　　　　3．0　　　　　一　　　　　一

　　12　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　 一　　　　　 一　　　　1．5　　　　　一　　　　　 一　　　　　一　　　　1．5　　　　　一　　　　　一

987．　1　　　　　　一　　　　　　『層　　　　　一　　　　　　一　　　　　　『　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

2
　
つ
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4
　
【
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7一一一一一一一一一＿＿＿8　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿

9500－5．0一一5．0一一一1．51．5一ヒ0　　　 5．0　　　　－　　　 3．0　　　　－　　　 5．0　　　3，0　　　　－　　　 1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

11　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　 一　　　 5．0　　　　一　　　　 一　　　 1．5　　　　一　　　　 一　　　　 一　　　　
一

12　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　1．5　　一　　一
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表5　南湖湖底における「水の華」形成プランクトン調査

　　地点3（帰帆島沖）
1x103群体数／㎡

A・afA・maA・spAna・M・aeM・weMviO。teOs。aOs．bAph，Rap．
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　　　　9505．05。Oo
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　　　11
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　　　3
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　　　8
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◎◎濫「水の華」形成プランクトンの群落が観察された。

5000；1検体平均1．000群体／m’以上観察された。

500＝1検体平均100～999群体／mi観察された。
50＝1検体平均10～99群体／m’観察された。

5．0＝1検体平均1～10群体／m1観察された。

3，0ニ3検体中2本で1㌣10群体／m1観察された。
1．5＝3検体中1本で1～10群体／m’観察された。
一＝観察されなかった。

空白＝欠測
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「水の華」形成プランクトン以外に底泥上で観察された種類（田84～表

唐崎沖中央（地点1） 琵琶湖文化館（地点2） 帰帆島沖（地点3）

・4ρ加ηo’舵紹吻訪躍如 ・4ρ加”㏄⑳躍吻‘鳩必 Eκ40廟α漉即π5 ・4ρ加πo伽‘θ吻訪耀如
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